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血液交換方法により Walker carcinosarcoma 移植後 13-18 日のラットの血液約25ml の交換を受けた
正常ラット(担癌血液受血ラット)の血築わよび組織蛋白への L-Leucine- 14C(U) の取り込みを観察
し，同量の正常血液の交換を受けた正常ラット(正常血液受血ラット)のそれと比較した結果，血液
交換後 1 時間で，前者が有意に低い取り込みを示した。その程度は，血柴蛋白(血禁 Total protein , 
Albumin , Globulin) で73%，肝，腎むよび牌臓で40%，骨髄で33%の低下であったが，勝臓，小腸お
よび骨格筋では，有意の低下は認められなかった。なわ，正常血液交換のみによっては受血ラットの
蛋白合成は影響されなかった。また，担癌血液受血ラットを血液交換後 5 および1河寺間生存させた場
合， J:記でみられた放射能の蛋白への取り込みの低下は， 5 時間で回復傾向を示し， 17時間でほぼ完
全に正常血液受血群と同じレベルまで回復した。
担癌および正常血液受血ラット(血液交換後17時間)，さらに担癌むよび正常ラットより肝切片を作







血柴蛋白への L-Leucine-14C(U) の取り込みを観察した結果， (担癌血球+正常血紫)受血群で，担癌
血液受血群と同様の放射能取り込みの低下が認められた。このような血築蛋白への放射能の取り込み




担癌血液受血ラットでは正常血液受血ラットに比べて血液交換後 1 時間で， L-Leucine-J4C(U) の
血築および組織蛋白への取り込みが低下した。この現象は血液交換操作自体によるものではなく，ま




みた in vitro の実験でも観察された。これらのことから， このような阻害因子は正常ラットの中で不
活性化されると考えられた。また，担癌ラット肝切片では正常ラットのそれに比べて，放射能の取り
込みが充進していた。このような担癌生体の肝蛋白合成の充進は，担癌血液中の蛋白合成阻害因子の
長時間に亘る連続的な働きかけに対する宿主の応答の結果であろうと考えた。このような阻害効果は，
担癌血液の血球分画でみられ，血業分画では認められなかった。そして， さらに，赤血球の可能性が
示唆された。
論文の審査結果の要旨
本研究は担癌ラットの血液中に存在する血祭および組織蛋白合成阻害因子の，血中での所在を明ら
かにすることを目的としたものである。成績の要旨は次の知くである。
血液交換方法により，正常ラットの血液の約%を担癌ラットの血液で置き換えると，血液交換後 1
時間で，血祭および各種組織の蛋白合成が著明に阻害され，このことより，担癌血液中にその様な体
液性因子が存在することを認めている。この担癌血液中の蛋白合成阻害作用因子は，血業分画にはみ
られず，むしろ血球分画にみられる。そして，赤血球の可能性が示唆されたが，その本態については，
今後の課題である。
上記の研究の方法および成績は，担癌生体において代謝偏侍を来す体液性因子の今後の研究に多大
に貢献するものと考えられる。
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